時計台の下

雪がぱらつく駅前の広場

時計台の下、長テーブルが置いてあって、

ビキニを着て、安っぽい大きな白い羽根を付け、白い仮面を着けたお姉さんが、

「粘土細工の体験コーナーです。遊んで行きませんか？」

と、言う。
「寒くないか？」と思いながら。やってみようか。と、テーブルの前に座った。

時計が、ボーンと、一つ鳴り、ちらついていた雪が、空中でぴたりと止まった。
「はぁ？」と思って目を丸くしていると、

…あれ？？どうなってんだ。書けなくなったぞー。

続きはどうなるんだよー、誰か知ってんだろ、おしえてくれー
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